
 

七 
名 

社 の
人
々 彩の国 

埼玉県 

さいたまっち 

2018 
1/23～4/22 

火 日 

会  場 埼玉県立歴史と民俗の博物館 常設展示室 

開館時間 9:00～16:30（観覧受付は16:00まで） 

休 館 日 月曜日（ただし2/12、3/26、4/16は開館） 

観 覧 料 一般300円（200円） 高校生・学生150円（100円） 
     ＊（  ）内は20人以上の団体 
     ＊中学生以下と障害者手帳等をお持ちの方（付添1人を含む）は無料 

主  催 埼玉県立文書館 

共  催 埼玉県立歴史と民俗の博物館 

問 合 せ 埼玉県立文書館（電話048-865-0112） 

中村孫兵衛外六名・七名社々員記念写真（中村(宏)家文書２５４ 埼玉県立文書館収蔵） 

後列左から 中村孫兵衛、小泉寛則、長谷川敬助、石川弥一郎 前列左から 鯨井勘衛、稲村貫一郎、石坂金一郎 



1  
 明治

め い じ

維新
い し ん

以後、それまでの藩
はん

や村々のつながりが弱まり、

人々は新たな連帯
れんたい

のかたちを求めていました。結社
けっしゃ

はそう

した試みの一つであり、明治
 

10年代には全国で多くの結

社が作られ、新政府に対して政治的
せいじてき

権利
け ん り

の拡
かく

大
だい

や集会・表

現の自由などを求めて行われた自由
じ ゆ う

民権
みんけん

運動
うんどう

の担い手と

なりました。そのなかでも早い時期の結社に七名社
しちめいしゃ

があり

ます。 

 七名社は、明治8年（1875）2月、熊谷
くまがや

宿の旧本陣
ほんじん

家の石川
いしかわ

弥
や

一郎
いちろう

が近郊の豪農
ごうのう

の友人たち、長
は

谷
せ

川
がわ

敬
けい

助
すけ

、稲村
いなむら

貫
かん

一郎
いちろう

、中村孫
なかむらまご

兵衛
べ え

、石坂
いしざか

金
きん

一郎
いちろう

、鯨井
くじらい

勘
かん

衛
え

、小泉
こいずみ

寛則
ひろのり

に呼びかけて作られた結社で

す。七名社は毎月、原島
はらしま

村（現熊谷
くまがや

市）の養平寺
ようへいじ

などで集会
しゅうかい

を行い、それぞれの意見
い け ん

を述べ合い、情
じょう

報
ほう

を交換
こうかん

し、お金を出し合って購入した書籍
しょせき

を輪読するなどの活動をしました。やがて七名社は社員
しゃいん

を

増やし、進修会
しんしゅうかい

などの関連する結社も生まれました。そこでは学習に加えて、新しい文化となった

演説会
えんぜつかい

も開催され、国会
こっかい

・県会
けんかい

の開設などの政治論
せいじろん

から経済論
けいざいろん

、教育論
きょういくろん

までがテーマとなりました
 

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 七名社々員記念写真（中村（宏）家254） 

  明治40年（1907）年に、創立メンバーで撮影し 

  た記念写真。 

３ 七名社規約写 

 （中村（宏）家57） 

  中村孫兵衛の 

  手控（メモ）に 

  記された、七名 

  社の規約（冒頭 

  部分） 

← 

６ 政談演説会 

  傍聴牌 

 （若谷家2054） 

  深作村の「七 

  名社」の演説 

  会の入場券 

 

→ 

７ 預ヶ書目 

（中村（宏）家64） 

  中村孫兵衛 

  が七名社に 

  預けた書籍 

  の一覧 



 

 

 

 

 

 明治
め い じ

維新
い し ん

により成立した新政府
しんせいふ

は、旧来
きゅうらい

の藩
はん

を廃止
は い し

して

府県
ふ け ん

を置き、薩摩
さ つ ま

や長 州
ちょうしゅう

など有力藩
ゆうりょくはん

出身
しゅっしん

の長官
ちょうかん

を赴任
ふ に ん

させ、地域に新たに大区
だ い く

・小区
しょうく

を置くといった中央
ちゅうおう

集権的
しゅうけんてき

な改革を行いました。こうした制度は地域の反発
はんぱつ

を招き、各

地での自由
じ ゆ う

民権
みんけん

運動
うんどう

につながっていきました。 

 これをみた政府は、明治11年（1878）に地方三
ちほうさん

新法
しんぽう

を

制定、従来の郡ごとに郡
ぐん

役所
やくしょ

を開設、府
ふ

県
けん

会
かい

を設け、「地方税
ちほうぜい

規則
き そ く

」により地方
ち ほ う

独自
ど く じ

の財源
ざいげん

を明確にし

ました。こうして限定的
げんていてき

ながらも地方
ち ほ う

有力
ゆうりょく

者
しゃ

の政治
せ い じ

参加
さ ん か

を認めていきました。 

 このような変化のなかで、七名社
しちめいしゃ

の人々は新設の郡
ぐん

長
ちょう

や郡
ぐん

書記
し ょ き

に転身
てんしん

していきました。石川
いしかわ

は国の

官僚
かんりょう

となりました。稲村
いなむら

・長谷川
は せ が わ

・中村
なかむら

・石坂
いしざか

は県会議員となり、このうち長谷川は後に県幹部とな

りました
 

。 やがて七名社
 

は目立った活動をしなくなりますが、その後彼らは、銀行
ぎんこう

や鉄道
てつどう

会社
がいしゃ

の役

員を務め、栃木県
とちぎけん

那須郡
な す ぐ ん

の原野
げ ん や

開発
かいはつ

や牧場
ぼくじょう

経営
けいえい

に取り組むなど、それぞれ政治
せ い じ

・行政
ぎょうせい

・実業
じつぎょう

といっ

た多分野で活躍
かつやく

しました。 

 

2 
９ 記（社費受取ニ付）（高橋（泰）家1062） 

  鯨井勘衛宛の七名社費の領収書 

← 

12 在監人仮葬 

  者合葬碑石 

  建設ニ付稟 

  告 

（中村（宏）家76） 

  刑死・獄死 

  者のための 

  墓碑 

 

→ 

13 拝借地御 

  払下願 

（中村(宏)家69-11） 

  那須の原野 

  の払い下げ 

  を求めた文 

  書 

← 

15 農工銀行設立 

  委員トシテ尽 

  力ニ付感謝状 

  （長谷川家885） 

  銀行の設立に 

  尽力した長谷 

  川敬助に対す 

  る感謝状 

 

→ 

20 乳牛売却の件 

  ニ付葉書 

  （湯本家8531） 

  稲村貫一郎の 

  愛生舎が湯本 

  農場に乳牛の 

  売却を提案 



展示資料一覧 

 

 

 

 

番

号 

原資料 

写真の別 
記号番号 資料名称 年代 

1 写真 中村（宏）家254 中村孫兵衛外六名・七名社々員記念写真 [明治40年10月20日]（1907） 

2 原資料 中村（宏）家358 熊谷県県治之儀ニ付投書 明治8年3月25日（1875） 

3 原資料 中村（宏）家57 七名社規約写（地券総合併高反別并地代金控帳のうち） 明治8年4月16日（1875） 

4 原資料 長谷川家964 
石川弥一郎発長谷川敬助宛 七名社第二期結約之義ニ

付書状 
明治11年1月30日（1878）  

5 原資料 長谷川家950 
加藤政之助発長谷川敬助宛 民権運動ニ当リ流行ニ後

レナラザル様書状 
明治13年1月15日（1880） 

6 原資料 若谷家2054 政談演説会傍聴牌 明治14年11月17日（1881） 

7 原資料 中村（宏）家64 預ヶ書目(会議便法・交際論外ニ付） 明治15年10月1日（1882） 

8 写真 
新井（侊）家 

27056 
埼玉県人親睦会開催ニ付案内状 明治18年11月24日（1885） 

9 原資料 高橋（泰）家1062 記（社費受取ニ付） 明治21年10月7日（1888） 

10 写真 長谷川家762 埼玉県入間高麗郡長任命状 明治12年3月17日（1879） 

11 写真 中村（宏）家538 埼玉県入間高麗郡書記任命状 明治12年4月11日（1879） 

12 原資料 中村（宏）家76 在監人仮葬者合葬碑石建設ニ付稟告 明治22年10月（1889） 

13 原資料 
中村（宏）家 

69-11 
拝借地御払下願 明治22年5月24日（1889） 

14 原資料 中村（宏）家471 埼玉県大里郡長任命状 明治29年4月1日（1896） 

15 原資料 長谷川家885 農工銀行設立委員トシテ尽力ニ付感謝状 明治32年1月（1899） 

16 原資料 長谷川家886 目録（金弐拾円贈呈）  明治32年1月27日（1899） 

17 原資料 飯塚家3311 熊谷銀行創立10年の紀念品拝呈ニ付書状 明治37年9月（1904） 

18 原資料 長谷川1367 上武鉄道株式会社第五回報告 明治35年（1902） 

19 原資料 飯塚家6194 上武鉄道株式会社開通式及園遊会場 明治44年（1911）カ 

20 写真 湯本家8531 ［乳牛売却の件ニ付葉書］ 明治37年8月5日（1904） 

埼玉県立文書館 主催 埼玉県立歴史と民俗の博物館 共催 

埼玉の人物「埼玉県最初の民権結社 七名社の人々」リーフレット 

 

 編集・発行 埼玉県立文書館 

       埼玉県さいたま市浦和区高砂４－３－１８ 

 発 行 日 平成30年1月23日 


